










【課題】

➢病院や施設では栄養士の配置人数が少なく、

タイムリーに栄養サマリーでの情報提供が難しい。

栄養サマリー作成の効率化

・運用数を増やし、より使いやすいものに変更

・人数の少ない栄養士だけでは患者・入所者

全員分の作成は難しいため、多職種での取り組みの

検討。





【課題】

➢奈良県では、地域で活動できる栄養士の人数
が少ない。

栄養ケア・ステーション（在宅）との連携

・活動できる栄養士の育成

・病院、施設からの訪問指導

・他職種との連携



中和保健所 研修会資料より



車を動かすにはガソリンが必要！

体を動かすには栄養が必要！

家は土台が必要！

日頃の食事（栄養）が土台



国は、栄養を重要と考えています

地域住民の健康は地域で守ることが大事！

病院でも、施設でも、在宅でも、どこにいても

同じ栄養管理が受けられる地域にしていきましょう。
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